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〔 題名〕

H emodynamic changes of abdominal organs after CT  colonography with transrectal 

administration of CO2: evaluation with early-phase contrast-enhanced dynamic CT

（ 経直腸的炭酸ガス注入による CT コロノグラフィー後の腹部臓器の血行動態変化：

造影ダイナミック CT 早期相による評価）

〔 要旨〕

目的：

炭酸ガス拡張を用いた CT コロノグラフィー（ 以下CTC） 直後のdynamic contrast-

enhanced（ 以下DCE） CT早期相における肝臓、膵臓、胃、腹部血管の血行動態の変

化を評価する。

方法：

CTC後にDCE-CT を撮影した 82名の患者（ CTC群） と、CTCを施行せずにDCE-

CT を撮影した 77名の患者（ 対照群） を対象とした。胃、肝臓、膵臓、門脈（ PV） 、

脾静脈（ SpV） 、上腸間膜静脈（ SM V） 、下腸間膜静脈(IM V )のDCE-CT早期相にお

ける造影効果を測定した。また肝偽病変の有無も記録した。

結果：

CE-CTC群の胃、膵臓、SpV の造影効果は、対照群に比べて有意に低かった（ 各々

p<0.001、 p<0.001、 p=0.014） 。逆に、 CE-CTC 群の肝臓、 PV、 SM V、 IM V の造影効

果は、対照群に比べて有意に高かった (各 p々=0.003, p=0.013, p<0.001, p<0.001)であ

った。CE-CTC群の6人の患者ではDCE-CT 早期相で肝偽病変が見られたが、対照群

では見られなかった。

結語：

炭酸ガス拡張を用いた CTCの直後のDCE-CT では、内臓の血行動態の変化に伴う

画像所見に注意することが重要である。




